
最大公約数：ユークリッド互除法

二つの数字の中で小さい方で残りの片方を割った余りを求め続けて、

余りを0にさせる数字が最大公約数

a, b: 公約数を探す二つの数

開始

yes

no a < b

a ↔︎ b

a ↔ b

a → tmp

b → a

tmp → b

yes

no

r = 0

「最大公約数は{b}です」を出力

a % b → r

b → a

r → b

終了

aとbを入力



 
   
     
       
         
         
         
           
        
         
           
             
          
        
         
           
        
         
           
        
         
           
             
          
        
         
           
             
             
             
               
               
            
          
        
         
           
             
          
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
             
          
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
             
               
               
               
            
          
        
         
           
             
          
        
         
           
        
         
           
             
          
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
         
           
             
             
               
               
               
               
            
          
        
         
           
        
         
           
        
         
           
        
      
    
  


